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漁師とは何(者)か?

稲田 博史 【稲ットわーく漁技研】 ットLAB

20260221釧路 第27回｢北海道漁業士会オホーツク･太平洋会議 共に語ろう会｣資料

漁師仕事の特色と社会的役割を考え･語り合い
チーム 力を高めませんか !?
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海･気象, 対象種, 船, 機関, 
通信, 計器 ～ 重機(電気 ～ 油圧),

地形, 港, 社会情勢, 経営, 人
を知る

マルチな才能を要する仕事

IT･IoT･Degital Tech
の活用も修得進行中
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生活と生命を懸けて
(｢賭けて｣では ナイ)

日々 ｢実験｣を重ねる

漁師
｢実証｣

関連事項の新たな繋がりを
観つけ(導き)出す人

開発側から観ると→ 技術の ｢手離れ｣へ
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20260221釧路 第27回｢北海道漁業士会オホーツク･太平洋会議｣

漁師とは何(者)か?
漁師仕事の特色と社会的役割を考え･共に語り合い
チーム 力を高める 試行(志向)をやってみませんか !?

各地域 の活性化へ向けた活動展望も !!
水産業ならではの取組みもアルべゃ!?  話素提供･進行

稲田 博史 ットわーく漁技研 代表【元 東京水産大学(→海洋大学) 大学院】

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～

水産･漁業を解し，愛し，育もうとする人財との共育
漁業の中のムリ･ムダ･ムラを省く技術の開発･普及に関する研究･教育

漁具･生産装置･システム の 設計，運用上 の 問題解決 と 技術移転による地域振興

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～
漁業生産技術の研究成果の現場実装と生産･流通･消費サイクルへの応用

を目的に 漁業現場での活動を続けています｡その成果は灯光活用･漁具設計
を軸に｢サンマ棒受網｣･｢いか釣り｣･｢旋網｣･｢定置網｣･｢釣り･延縄｣漁業等の
生産の合理化，労働安全の確保･軽労化および漁業管理に活かされ，国内外
への技術移転に繋がっています。
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Eco-harmonic
Fishing Technology

「魚を獲る」
ということの
意味を

多面的に考える
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今日の話題の予備知識 １

日本の食糧自給率は先進諸国の中で
際立って低く，その食糧の生産･移送
に関わるエネルギーの殆どは輸入に
頼る化石燃料です。

日本の恵まれた資源は ｢水｣ と｢(やや
老いたりと云えども)人｣, 変化に富む「四季
(風)｣ と「国土」，それらを囲む
豊かな「海」と「水産物」です。6

今日の話題の予備知識 2

世界の魚の5割は｢漁業｣によって生産されて
います。
食品を介して環境を食べている私たち。
身近な海や田畑でとれる食材で健康に育ち･
生活する，環境との調和。これが環境保全
に繋がります。 健全な海からムリなく，
ムダなく再生産可能な生物資源を持続的に
得る技術は奥深く，海と魚と人を知ると
共に環境への配慮や経済のセンスが
必要です。 7

風
Buys Ballotの 法則

8 水産資源の再生産システム H23水産白書9
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いのち⇔食べもの⇔いのち

（光・空気・水）

食べものは生命

食糧 と 食料
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食糧は殺生与奪の
機能をもつ武器
にも成り得る
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12
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漁業・養殖業の国内生産量・生産額の推移
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共に語ろう

『｢漁師｣とは何者か !?』

自身を守り･地域を守る 妙案は !?

先ず，｢問題｣ の 適切な把握
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漁業 の 魅力 を 語れる
漁師

｢ウマく ナイ｣の

その先は･･･!?
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地域の産業連関の維持

浜の水揚げ場･造船場･鉄工場･電気屋

･漁具屋･油屋･運送屋･仕込み屋

との共盛
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安全確保 と 軽労化

次代に繋ぐため の

協業・協働

18
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競合 より 協合

｢競(きそ)う｣ こと ｢協(かな)う｣ことの

賢く･適切な 活用
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自然と寄り添って
生業(なりわ)う･生きる･活かされる

(旧 西洋流)自然の｢征服｣では無く
自然の中で活かされる工夫
こそが｢漁師の仕事｣と想う

のですが･･･!?
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漁業就業者数･新規就業者数の推移
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漁業の魅力とは !?

漁師はカッコイイ!

次代継ぐ若者達へのメッセージ
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に 響く｢ひと言｣あれば

を挙げ，その気持ちを
お伝え下さい

折角の機会
皆で語り合いましょう！
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漁獲するまで
所有者が明確でない
回遊・根付き資源を対象に
産業としての生産効率を追求しつつ、
対象資源や環境の保全を図るという、
一見相反する条件を満たしながら
経営的に成り立つことが、
漁業には要求される。

漁業という産業の特徴
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漁業・漁村の機能

食糧生産 物質循環

環境監視 環境保全

基幹産業 文化基盤

国境監視 Scapegoat

「地域」というキーワード
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魚食を捨てることは，日本の
Identity（主体性･独自性･個性）と

自立性を捨てること

これは，漁業者だけの問題ではない

でも，現場を観ているのは，

自然と向き合っているのは，漁業者だけ。

漁業を残すには，食べて貰う必要がある。
しかし，「食べ口」，「売り口」に応じた「獲りクチ」だけでイイのか?

「獲る ・ 売る ・ 食べる」 の 要求の違い

→どのように協調するか?
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輸入に頼る燃油を多消費して
獲ったサンマ・いか・あじ・さば は

「国産」？
「石油製品」？

知恵を使って「自給率」を高め，
エネルギー消費を抑える必要は？

Eco-harmonic Fishing Technology
27



4

Hiroshi INADA (TUMSAT)

LED Application for 
Eco-harmonic Fisheries

環境調和漁具としてのLED漁灯
経営･労働改善手段としてのLED漁灯
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2011年以降のサンマ

震災復興
と

漁灯技術
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漁業生産技術（漁具）の開発・設計上の留意点

どんな技術でも

使い方を誤れば

危険 や ムリ･ムダ･ムラ

が生じる
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｢漁師｣とは
自然の中で身に付けた

決断の(早)速い人
即断即決の人

自然の中で

育まれる 才能 !!
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｢漁師｣とは専門人財･憧れの職

｢ウマくナイ｣では｢上手くナイ｣
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｢漁師｣とは｢工夫の人｣
工夫の樂しさ･オモシロさ

を知る人

連想する人･連想力のある人
モノゴトを繋ぐクセを持つ人

｢網仕事 Network｣
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漁師の｢海の観方･捉え方｣
を適切に伝えるコトが

必要では !?
役人の視方･政治家の見方･

一般生活者の見方･ ～ の観方

皆それぞれに自分だけの

景色を持っている。

他人にどう説明するのか !?

同じものを眺めても

誰もが同じ景色をミテはいない！
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食糧とエネルギーは
日本の「アキレス腱」

環境と経済に調和する
漁の生業を支え

四周の海を活かす日本の漁業を

次代へ繋ぐ｢漁師｣

日本海 太平洋

東シナ海

オホー
ツク海
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機会創って 一見･一読を
お勧めします！

天洋丸(長崎県 橘湾) 
https://www.tenyo-maru.com/?mode=f1

第一幸榮丸(兵庫県 浜坂)
https://daiichikouei.com/

伊東久助｢かもめに誘われて｣ 久翁，海と漁を語る

36


